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【目 的】 膝関節超音波検査 (以下US)を行い,臥位非

















荷重位と比較し荷重位で狭小化を認めた.NWPJS:non OA群 6.1±1.2mm,OA群3.5±2.0mm,WPJS:non OA
群 5.3±1.0mm,OA群2.8±1.5mmで,OA群で有意に関
節裂𨻶の狭小化を認めた.半月板変位量では非荷重位と
比較し荷重位で変位量の増加を認めた.NWMRD:non OA群2.4±0.9mm,OA群 6.1±2.6mm,WMRD:non OA群 3.0±0.9mm,OA群 7.0±2.7mmで,OA群で有意
に半月板変位量の増加を認めた.骨棘形成有無では,
KL0,1群と比較し2,3,4群で有意に骨棘形成を認め,
non OA群 2％,OA群 97.7％で有意にOA群が多かっ
た.またUSでのX線上OAの診断率は感度90.8％,特
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2013年に当院にて化膿性椎間板炎に対し経皮的椎間
板ドレナージ(以下PD)を施行した症例に関しての検討
を報告する.対象は3症例6椎間,年齢は66-81歳,全例
女性で,発熱,腰痛を主訴に他医入院となり抗生剤加療
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